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ベーションの優位性があることを示す結果が多く提示されている（他には，Pavitt et al, 1987そ
































































and Gu（2006），Disney et al.（2003），Foster et al.（2001）など若干その存在を支持するものも





実証的にはBaumol（1988），Aghion et al.（2009）やFalck et al.（2009）などがこれを支持している。
二つ目は，新企業の参入が旧い既存企業の淘汰を促し構造変化を加速化させる効果であり，こ
れについてはBrezinski and Frisch（1996）やPfirrmann and Walter（2002）などが新企業が構造変














































































































































































































































































この (16)～ (18)式より，定常状態における各値φ＊，ã＊および a¯＊はそれぞれ次のようにして求め
ることができる。まず (16)式より直接的にã＊を求めることができる。そしてã＊が求まれば，そ
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